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I.は じめに

「ソドムとゴモラ H」 において話者は母と共にバルベックヘ 2度 日の滞在に

出かける(1)。
彼はそこでピュ トビュス夫人の小間使いに再会したいと心の中で

願いつつ、アルベルチーヌと共に暮らし社交にもいそしむ。

この滞在では海を前に、話者を囲んでお客達は芸術を話題におしやべりをす

る。彼らの芸術に関する見解は様々なだけに、そのおしゃべりはしばしば熱を

帯びる。招待客達の中でも注目すべきはカンブルメール若夫人とその義理の母

であるが、彼女達は互いに正反対の芸術的好みを見せる。若夫人は近代芸術に

共感を示し、老夫人はクラシック好きという具合に。従つて、彼女達のやりと

りはさながら芸術論争のごとくである。

さて、草稿を参照すると、プルース トはこの異なる芸術観をめぐるやりとり

を、話者の 2度 日のバルベック滞在の場面に組み入れようと小説構想の当初よ

り明確に計画していたのではどうやらないらしい。もつと別の場面に設定する

可能性がどうもあつたようである。推敲の諸段階を経て、最終的にはバルベッ

クの 2度 日の滞在場面にやはり組み込むのが適当とプルース トは判断したよう

であるが、果たしてこの場面は最適な位置だつたろうか。

この論文においては我々はまず、カンブルメールニ夫人の間の芸術をめぐる

やりとりが当初、どの様な場面に挿入される可能性があつたのかを知り、そし

てどの様なプロセスを経て決定稿のようなバルベックの場面の中に定着される

に至ったのかを理解することによつて、カンブルメール若夫人と老夫人の芸術
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談義のおもしろさを再確認 したい。そのために、話者の 2度 目のパルベック滞

在の海辺のこのシーンは一体、どの様に作られたのか、また、特に海辺での会

話の部分がどの様に構築されたのか、を知る必要があるだろう。そういう目的

で、我々は関係する草稿を参照していきたい。

II。 カイエ 46・
)を参照しながら

カンプルメールニ夫人の音楽的好みの違いは既に、「スワンの恋」のサン・ ト

ゥーベル ト夫人の音楽夜会において言及されているが°)、

『 スワン家の方』の出

版後は、プルース トはカイエ 46の中で、再びこのテーマを取り上げる。実際、

カイエ 46の 75ページ裏の欄外に、彼はパルベック訪間の描写の中に、カンプ

ルメール若夫人の嫌いなショパンが意外に最近、再評価を受けている等の音楽

に関するメモを書き加えている。

カイエ 46のこのあたり、すなわち 66ページ表から 76ページ表の、1914年

から1915年 にかけて書かれた箇所は、カンプルメール家の人々のグランド・ホ

テル訪間の下書きに当てられている。ただ、これらのページには若夫人がプッ

サンよりもモネや ドガの方を好むなどの美術についての好みは明かされていて

も、音楽の方面に関する好みは言及がなく、先に挙げた 75ページ裏の欄外の加

筆においてのみ触れられているにすぎない。それでは、その欄外の加筆を引用

してみよう。

I P75 v・ ](4)

くJe crois qu'il faudmit mettre dans oette宙site Chopinくy)ur Chopin dire en

sp6tne avec Swalm:Depuis quelques annees la musique de Chopin avait retrouv6

sa gloireo MOme les amateurs dont le gott est diFlcile pouvait lhilner sans honte,les

plus m饉

“

s,les plus grands de nos punes musiciens le hisabnto Mais Me de

Cambremer n'6tatt pas enoore info証 e.Et pobmises et nocturnes avaient erlcore

gard6 a ses yeux leur α
'gЩ

sement 80rdide et surmeめ et Debussy Ce pouFaiS
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peut℃ tre parler de l'odeur des roses sur la mer dans Pel16ao et du regard 80ulage et

re∞nnaissant Qui me faL penser au titre d.une piё oo L″口め ο″raF郷 め

rap」ilrJiガoOual.air des prisomlers de Fid61io que me lance la vieille Cambremer car

je crois quOonゴ aun plus 10ocasion de la revoL>(5)

カイエ 46の小説執筆のこの段階では、我々にはまだ、この加筆中のショパン

に関する断章がどの様にテキス トの中に組み入れ られるかは明らかではない。

また、決定稿 とは違って、プルニス トはこの加筆中にはつきりと二夫人の好み

の差を明示 している訳でもない。この部分がより練 り上げられるのを目にする

には、その次の段階を待たねばならないだろう。

III.カ イエ 72(° を参照 しながら

1915年頃に書かれ 「ソドムとゴモラⅡ」を形成するカイエ 72は、カイエ 46

に続 く草稿であり、とりわけ、ラ・ ラスプリエールの夕食の場面や小鉄道のく

だ りを含んでいる。

ラ・ ラスプリエールでのヴェルデュラン主催の夕食会の場面
“
)で

は、カンプ

ルメール若夫人は、シャル リュスが連れて来たフルー ト奏者になにか演奏 して

もらお うと話者に話 しかけるのだが、ここには決定稿 とは少 し異なる記述が見

られる。それはカイエ 72の 12ページ裏に書かれている部分に当たるが、若夫

人は老夫人とは違ってショパンの音楽を評価 しない旨や、彼女は老夫人のこと

を有能なピアニス トと見なさないことなどを話者に語 り始める。12ページ裏の

そこの部分を引用 してみよう。

[P12v・ ]

Madame de Cambremer pendant oe telnps m.interrogeait sur le nttiste ayant vu

qu・■6tait h6 avec M.de Charhs.E■ e轟釉由霜電れa比]m“itait oomme je le comprls

de vmiF le faire jouer a la lblanCl danS rintentbn d'attirer M.de Charlus.Jespё re
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quil jouera aptts le diner me dit… elle.On poumit lui demander diレ je,car Mme

Verdutt m.a dit que c6tait dan3 80n repe」 慣》ire,un armngement pour atte de deux

nocturnes de Chopino Madame de Cambremer it(狙 毛山田舟J明ド矛便e rapidement

avec ses I洵 res le雌 me petit bruit ttprobateur et艶

"“

que jOavais dtta entendu

quand ilel(卜 」BIalbecl quand ふ Balbec je lui avais parlb de Chopin '9Vous vous

entendriez bien avec ma bell←面)re me dit eue.Et oomme parler bttrement de sa

beu(>mёre        6tait chez elle une dめ lerie∞utШ面ёre:Je sais que ma

beⅡ←面発 passe me pour une ttts grtande phniste.]b押 時Cい由直H田姜]b

Moije ne h trouve pas musicieme du touto Elle ne∞ mprend●en a Wagner a ni.ぬ

Debussy(a Fauro。 On dit a oela qu'elle"ue ChOpin a ravin Mais∞ mmeje ne trouve

pas que Chopin 30it de la lnusique,je ne vois a― ne di■brenoe entre le jouer lnal ou

bieL Evidemment ene a des dOigts,elle perlen touts(8)seS traits,elle passe ou il

faut。
口Mais DAuolsyl ChOpin est un des musiciens que Debussy et Fau“ aiment le

plus diレ je:Me de Cambremer a l.6gard de Lquelleル ・山

…

00ntmuaisふ

sЩvre tt la m6thode d6fensive qui m'avait si bien“ ussie a l'6gard de Poussin。

"Tiens dest amusant dit→ lle in“ resぼが ∞mme sl義

「

期胸汁喜選ハ劇htt et□
“

oette opiruon de l'auteur de Pel16as neavait 6“  qu'un brillant et in80utenable

paradoxe。
9)

この部分を読むと、我々はプルース トがヴェルデュラン主催の夕食会と、別

の場面とを混同 しているのではないかとの印象を受ける。 と言 うのも、ここで

若夫人が話者に語る老夫人のショパン好きは実際、決定稿においてはバルベ ッ

クの海辺の場面で展開される芸術についてのや り取 りの中で延々語 られるもの

だからだ (Ю)。

ヴェルデュラン主催の夕食会と決定稿のバルベ ックの海辺の場面

は従って、カイエ 72の この段階では混同もしくは未分化な状態であったと言え

よう。

このカイエ 72における一種、場面の混同と思えるものは今まで余 り指摘 され
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ることはなかつたが、実際、注目に値するのではないだろうか。と言うのは、

プルース トはうつかリバルベックと夕食会を混同したというのではなさそうで

ある。そうではなくて、もつと自覚的にシヨパンとプッサンをめぐる会話をヴ

ェルデュラン主催の夕食会の場面にいつたん、取り入れようとしたようである。

そのことは、この 12ページ裏の上方にプルース ト自身が書き込んだメモから読

み取れる。メモは以下の通りである。《J力赫 2」ilPE″θ
""α

暉滋μ
`ぬ

″′ra

Иbiaθ 』壼乃』院r θι Pa聞励 力が.

このメモが指 しているパルベック訪間におけるショパンだとかプッサンとい

うのは、ちょうど我々が先に引用したカイエ 46の 75ベージ裏の欄外に付けら

れた加筆の内容を含むだろう。メモを考慮するなら、プルース トはこの加筆の

内容をその後に書かれたカイエ 72の ヴェルデュラン主催の夕食会の場面に取

り込もうとしたようだ。それでは、バルベック訪間におけるショパンやプッサ

ンについての会話をメモに従つて、この夕食会の場面に置くことは果たして、

適切で効果的なのだろうか。

確実に言えることは、カイエ 72に描かれているヴェルデュラン家の夜会の場

面でカンブルメール若夫人が自分の考えを話者に述べるのは、あくまでも社交

的会話の枠組みのなかでであつて、自分の芸術観を披露し老夫人を批判するに

してもこの社交の雰囲気が彼女を多弁にしているようである。そういう点では

夕食会のこの場面も不適当と言う訳ではない。

ただ、カンブルメール若夫人がショパンに加えてドビュッシーに言及するに

しても、例えば、具体的に加筆の中で触れられている『ペレアス』を連想させ

るような海を渡るバラの薫りというのはカイエ 72の この夜会の場面では期待

しにくいから、若夫人独自の音楽における近代趣味もいささか展開しにくい環

境のようではある。

さらに、この夜会にはカンブルメール老夫人は招待されていないので当然、

ここでの若夫人と話者とのやり取りに加わることはできない。従って、カンブ
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ルメール若夫人の一方的な老夫人批判、もしくはショパン批判となつている。

この様にショパンやプッサンについての会話をカイエ 72の 中のヴェルデュ

ラン主催の夕食会の場面に挿入することは、効果的な面もあるけれども、必ず

しも適当とは言えない。

我々が先に引用 したカイエ 46の 75ページ裏の欄外に付 された彼女達の好む

音楽をめぐる加筆の内容を自然な形で小説の中に実現するには、 ドビュッシー

の音楽を想起させ得る海辺の風景が必要とされるだろうし、カンプルメール若

夫人のショパン批判は老夫人の反論を伴ってこそ膨 らみを増すことだろう。

プルース トもこの様に考えたのだろうか。決定稿に近い内容である次の清書

原稿の中で、彼はショパンとプッサンに関するエ ピソー ドの位置を新たに変更

するようだ。

I Ve清書原稿 (カ イエ Ⅳ )(11)を 参照 しながら

I ttl

Me ∞ntent de oe qui 6tait un oommenoement de 

“

tnctation puisque si elle

n'admlmit pas enoo“ les PoussLL cde&島田晨)et lo山島d銀
“

[ntiOnl&題田山島

…
Inde1 8'a10urnait db pour une seoonde d61ib6】 餞tion ne se mppehit plus bien

oe qui ello elle d&larait諄 爛 山 田 剌 田 H珊 麒 H司 曲 ne en pensait dbux,et

pour ne pas la laisser plus bngtemps a la torture“ dis a MadOme sa bello」 鯰re

oombien on meavait par16 des ieurs adminbles de F6terne.I...](Je me tOurnai ve恥

h bell(>rllle p"C'est tout a fait Pel16as lui dis→ e

pour me oontenter son gott de modemisme,oette

I P97]

odeur de roses dans montant― jusqu'aux tel■ lsseS.Elle est si fort dans la

partition que oomme j・ aile hay― fever et la rose― fever eme me faisait 6temuer chaque

fois que j.entendais oette Ⅸ£ne.[...]"Je Sais que vous etes une
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I P98]

gde musidenne a由 由敵由絶,Madame,dinJe a la douairiё reo J・ aimerais beauooup

vous entend“ 。"1由山田db挟晨靖晨)fait ML de Cambremer― Lttndin regarda h

mer pour ne pas prendre part a h∞ nvbrsation.I".]Il est Vrai que h seule 61肝 e

enoore v市 ante de Chopin d6clanit(avec ni60p que h mamere de"uett le

"sentiment"du MЯltre,       Iuel ne S%tait tran3miS,a tnveB ene,qut

lee tt de Ca血 bremett mais     Cho・ il■ jouer∞ mme Chopin 6taL bin dl機

etre une n51brenOe pour la seur de Leg■ andin laquelle ne lnepnsait per80nne autant

que le musicien pobnais,auquel ene reLsait meme le ttre de musicien.I¨ .](12)

この清書原稿 (カ イエ w)は 1916年の春頃書かれたとされている。その内

容は大体、決定稿における『 ソドムとゴモラ』の「′い情の間欧」からアルベル

チーヌとの ドンシエール訪間あたりまでに相当する(1鋤 のであつて、自筆原稿の

カイエ 46の内容をベースにしていると言える。

上の引用はその中でもバルベックの 2度 目の滞在に当たる箇所の一部分で、

丁度、カンブルメール老夫人とカンブルメール若夫人の芸術的好みの違いに触

れられているところと言えよう。

カイエ IVは比較的、決定稿に近いとされているものの、例えばこの原稿に

は 97ページにルコント・ ド・ リールの短い引用が見られる(M)が
、それは次の

タイプ原稿の中でいつたん取り入れられた後に結局、線を引いて取り除かれる

こととなる。この様にこの清書原稿の段階では、決定稿との違いももちろん観

察され得る。

さて、この場面では話者、カンブルメール老夫人そして若夫人の 3人がバル

ベックの海を前に色々語り合う。プッサン嫌いのカンブルメール若夫人が少し

考えを変えようとしてくれたらしいことで話者がとりあえずはほつとしたり、

ショパンのただ一人の生き残りの弟子というカンブルメール老夫人と話者との

会話に若夫人が背を向けるという具合であったり、である。さらには海を渡る
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風の薫りやら海に散らばる鴎、太陽の動きなどがモネの連作や『ペレアス』の

一シーンを彼らに思い起こさせ、言わば会話にはずみをつけていることから、

バルベックの海という「自然」の舞台設定の効果も軽視できない。

ところで、この清書原稿中の海辺の場面は、先に引用したカイエ 46の中の

75ページ裏の欄外の加筆の内容を取り込んでいることは言うまでもないが、カ

ンプルメール若夫人のショパンの毛嫌いぶ りやそこから生じる老夫人への攻撃

を見るならば、これは上のカイエ 72に書かれたラ・ラスプリエールでのヴェル

デュラン主催の夕食会における話者とカンブルメール若夫人のやり取りをこれ

また、踏襲していると言えるだろう。

プルース トは、先の第二章で我々が確認 した様に、いつたんはカイエ 72の ヴ

ェルデュラン家の夕食会の中にショパンやプッサンに関するエピソー ドを挿入

してみたのだけれど、この清書原稿 (カ イエⅣ )を創る段で、その案を自紙に

戻し、どうやら、これらのエピソー ドをここに引用したバルベックの海辺のシ

ーンに移そうと新たに考えたようである。これが今日、我々が決定稿の話者の

2度 日のパルベック滞在の場面で日にするカンプルメール若夫人と老夫人の芸

術談義である。

V.結論

カイエ 72の中には、決定稿におけるバルベックの海辺の場面の、その下書き

の一つが含まれていることが確認される。プルース トがカイエ 72を書いていた

頃、彼はラ・ラスプリエールのヴェルデュラン家の夕食会の場面の中に、カン

ブルメール若夫人と老夫人の芸術的好みの対立を描くつもりだつたようだ。

しかし、この対立の図をより効果的に演出するためには、おそらく海辺の環

境が準備されるべきであり、さらに老夫人の存在があることが望ましい。その

ために、プルース トはこの対立の位置を再考し、結局、バルベックの海のシー

ンに挿入することにした。

実際、海辺の風景は話者を囲んでの会話の展開に貢献してくれるうえに、カ
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ンブルメール老夫人の存在は芸術談義をより活発なものにしてくれる。

そういう訳で、このやり取りはバルベックの場面に移されることにより、よ

り良い結果を得られたと言えよう。そして、この場面が見直しを加えられるに

従って、ここで展開される芸術評論は一層、体裁を整えるに至った。

プルース トはこの様にして、バルベックの場面に、芸術についての考察を効

果的に導入したのであつた。
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